
は
小
売
電
気
事
業
者
が
自
ら
供
給

す
る
電
力
の
Ｃ
Ｏ

２

排
出
係
数
削

減
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
手
段
で
あ
り
、
需
要
家
は
小
売

電
気
事
業
者
が
Ｃ
Ｏ
２

排
出
係
数

を
低
減
し
た
電
力
を
調
達
し
て
自

ら
の
事
業
活
動
に
供
す
る
こ
と

で
、
間
接
的
に
自
社
の
Ｃ
Ｏ

２

排

出
量
を
低
減
で
き
る
と
い
う
点
に

違
い
が
あ
る
。

非
化
石
価
値
取
引
市
場
の
初
回

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
18
年
度
に
実
施

さ
れ
た
が
、
取
引
量
は
事
前
の
期

待
よ
り
も
低
調
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
19
年
度
の
第
１
回
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
約
定
量
が
約
１
・
１

億
ｋ
Ｗ
ｈ
（
前
回
比
30
倍
）
と
な

り
、
約
定
量
が
初
め
て
１
億
ｋ
Ｗ

ｈ
を
超
え
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
配
慮
し
た
企
業
経

営
に
対
す
る
社
会
的

要
請
が
強
く
な
り
、

低
炭
素
な
電
力
を
求

め
る
需
要
家
の
声
に

応
え
、
小
売
電
気
事

業
者
各
社
が
自
主
的

に
非
化
石
証
書
の
調

達
を
拡
大
し
た
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。政

府
は
現
在
、
最

終
目
標
と
な
る
非
化

石
比
率
44
％
達
成
に

向
け
て
、
毎
年
度
の

目
標
を
定
め
て
非
化

石
比
率
を
漸
増
さ
せ

て
い
く
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
30
年
度
ま
で

の
フ
ェ
ー
ズ
を
３
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
（
第
１

フ
ェ
ー
ズ
：
20
～
22

年
度
、
第
２
・
第
３

フ
ェ
ー
ズ
：
23
～
30

年
度
ま
で
の
期
間
を

２
分
割
し
て
設
定
予

定)

に
分
け
実
際
の

証
書
流
通
量
を
考
慮

し
つ
つ
、
意
欲
的
な

目
標
値
を
設
定
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
進
展
に
よ
り
、

需
要
家
の
間
で
も
環

境
配
慮
行
動
が
定
着
し
つ
つ
あ

る
。
Ｅ
Ｖ
ユ
ー
ザ
ー
に
も
、
折
角

Ｅ
Ｖ
に
乗
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

Ｅ
Ｖ
を
動
か
す
電
気
も
出
来
る
限

り
低
炭
素
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
考

え
る
ユ
ー
ザ
ー
は
多
い
だ
ろ
う
。

再
エ
ネ
開
発
コ
ス
ト
は
年
々
、
低

下
し
て
お
り
、
今
後
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制

度
に
依
存
し
な
い
再
エ
ネ
電
源
の

開
発
も
進
む
と
想
定
さ
れ
る
が
、

足
元
で
は
、
非
化
石
電
源
の
太
宗

は
い
ま
だ
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
で
あ
る
。

非
化
石
価
値
取
引
市
場
は
、
供
給

電
力
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
係
数
低
減
を

企
図
す
る
小
売
電
気
事
業
者
に
と

っ
て
、
今
後
は
ま
す
ま
す
重
要
な

市
場
と
な
る
だ
ろ
う
。

２
０
１
５
年
７
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見

通
し
で
は
、
30
年
に
お
け
る
非
化

石
電
源
比
率
目
標
と
し
て
、
44
％

と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ
た
（
原

子
力
：
20
％
＋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
：
24
％
）
。
こ
の
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
高
度
化
法
の
告
示
が
な
さ
れ
、

各
電
気
事
業
者
に
対
し
て
、
30
年

度
に
お
い
て
供
給
す
る
非
化
石
電

源
に
係
る
電
力
量
の
比
率
を
44
％

以
上
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

た
。し

か
し
一
方
で
、
非
化
石
電
源

の
大
半
を
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
源
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
に

よ
っ
て
一
般
送
配
電
事
業
者
へ
売

電
さ
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
が

持
つ
非
化
石
価
値
が
一
般
送
配
電

事
業
者
を
通
じ
て
旧
一
般
電
気
事

業
者
に
帰
属
す
る
形
と
な
っ
て
い

た
た
め
、
旧
一
般
電
気
事
業
者
以

外
の
小
売
電
気
事
業
者
（
い
わ
ゆ

る
「
新
電
力
」
）
が
、
非
化
石
電

源
を
調
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。

係
る
状
況
を
考
慮
し
て
「
非
化

石
価
値
取
引
市
場
」
が
設
立
さ

れ
、
一
般
送
配
電
事
業
者
が
買
い

取
っ
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
気
か
ら
、
電
気

と
し
て
の
価
値
（
ｋ
Ｗ
ｈ
価
値
）

と
、
非
化
石
価
値
（
Ｃ
Ｏ

２

フ
リ

ー
の
価
値
）
を
分
離
し
、
非
化
石

価
値
だ
け
を
証
書
と
し
て
取
引
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

現
在
、
環
境
価
値
（
非
化
石
価

値
、
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
価
値
）
を
取

引
す
る
手
段
と
し
て
は
、
グ
リ
ー

ン
電
力
証
書
、
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
、

非
化
石
証
書
が
存
在
す
る
。
グ
リ

ー
ン
電
力
証
書
と
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト

が
需
要
家
の
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
の
削
減
に
直
接
的
に
参
入
で

き
る
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
非
化
石
証
書

拡大し始めた非化石価値取引市場
（
次
回
は
11
月
９
日
に
掲
載
し

ま
す
）
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